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日々の学びを披露、心のふれあい深める
～第 25 回荒尾市人権啓発センター解放文化祭～

効果的な市民活動のＰＲの仕方とは！
～市民活動支援講座・県ＮＰＯ活動交流支援事業～

ひとりひとりが助け合う社会へ向けて

～荒玉地域みんなでいきいきフォーラム～

　

２
月
６
日

（
土
）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
750
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
に
向
け
た
中
学
生
の

作
文
、
俳
句
、
短
歌
の
表
彰
式
お
よ
び

発
表
の
あ
と
、
風
の
丘
阿
蘇
大
野
勝
彦

美
術
館
館
長
大
野
勝
彦
さ
ん
を
迎
え

「
失
っ
て　

見
え
て
き
た
も
の
」
と
題
し
た

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
人
一

人
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
体
験
を

も
と
に
話
さ
れ
、
会
場
は
感
動
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

２
月
10
日

（
水
）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｉ
Ｏ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ

推
進
事
業
団
理
事
長
の
福
島
貴
志
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
新
た
な
公
」
に
つ
い
て
や
事
業
計
画

の
立
て
方
、
効
果
的
な
広
報
の
手
段
と

方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
「
日

頃
の
活
動
に
対
す
る
思
い
や
考
え
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
、
日
記
を
つ

け
る
こ
と
な
ど
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
ら
の
活
動
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
13
日

（
土
）
～
16
日

（
火
）
、

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
と
児
童
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
は
書
道
や
生

け
花
、
手
芸
な
ど
日
頃
の
地
域
交
流

活
動
の
成
果
や
、
市
内
学
校
の
児
童

生
徒
に
よ
る
人
権

・
同
和
問
題
に
関

す
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
日

（
日
）
に
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー

で
カ
ラ
オ
ケ
・
日
舞
の
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
発
表
す
る
人
も
観
覧

す
る
人
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

 

農
作
業
中
の
事
故
で
肘
か
ら
下
を
失
っ
た
大
野
さ
ん
。
体
験
を
交
え

た
講
演
は
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
！

▲

ARAO CityTown Topics

日頃からさまざまな活動に携わっている人や PR の仕
方について興味のある人などが参加しました

▲

　

 

福
島
さ
ん
の
お
話
は
分
か
り

や
す
く
、
す
ぐ
に
実
行
で
き
る

ア
イ
デ
ア
も
あ
り
ま
し
た
。

▲

　

 

あ
で
や
か
な
日
本
舞
踊
。
ほ
か
に
も
カ
ラ
オ
ケ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
拍
手
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。

▲

まちの話題
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まちの話題

耕作放棄地をソバ畑へ！
～樺 海行原地区の元気な取り組み～

樺
の
海
行
原
地
区
で
、
地
元
の
グ
ル
ー
プ

と
近
隣
の
人
た
ち
に
よ
り
、
耕
作
放
棄

地
お
よ
そ
45
ア
ー
ル
の
解
消
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
７
日

（
日
）
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
か
け
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
草
刈
機
な
ど
を
用

い
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
天
気

の
も
と
、
手
馴
れ
た
手
順
で
作
業
を
進
め
、
雑

木
林
と
な
っ
て
い
た
荒
地
は
広
々
と
し
た
土
地
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

海
行
原
古
里
愛
好
会
の
荒
木
倶
則
会
長
は
、

「
地
形
は
段
々
畑
で
す
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら
荒

れ
始
め
、
し
だ
い
に
広
が
っ
て
今
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
木
の
根
は
ま
だ
重
機
で
掘
り
起
こ
し
て

耕
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
荒
れ
て
し

ま
う
と
大
変
で
す
よ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
約
30
人
で
作
業
を
行
い
ま
し

た
が
、
「
集
落
の
多
く
の
人
が
参
加
し
、
耕
作

放
棄
地
へ
の
認
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。
女
性

た
ち
の
協
力
で
昼
食
に
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
を

全
員
で
食
べ
、
親
睦
に
も
な
っ
て
と
て
も
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
長
年
荒
れ
て
い
た
土

地
が
す
っ
き
り
し
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
蘇
っ
た
農
地
で
す
か

ら
、
今
後
ソ
バ
な
ど
の
植
え
付
け
を
通
し
て
、

集
落
の
み
ん
な
で
農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
も
話
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
バ
は
８
月
末
に
種
を
蒔
き
、
10
月
に
は
収

穫
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
収
穫
し
た
ソ
バ
の
活

用
方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
検
討
中
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
夢
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

1

2
1. まずは藪を切り開く作業は、 機械の助けを借りながら人の手で行います。 かなりの重労働です。
�. 海行原地区以外の地元の人たちとの共同作業で、 見事な段々畑の風景がよみがえりました。

　

２
月
９
日

（
火
）
、
大
牟
田
市

と
荒
尾
市
が
建
設
す
る
共
同
浄

水
場
施
設
の
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

両
市
は
、
地
下
水
の
水
質
変
化

に
よ
る
取
水
量
制
限
や
、
市
上

水
道
と
三
井
専
用
水
道
の
一
元

化
の
推
進
に
伴
う
需
用
の
増
大

な
ど
で
水
源
不
足
と
な
る
た
め
、

新
た
な
水
源
の
確
保
が
必
要
で
し

た
。
こ
の
ほ
ど
有
明
工
業
用
水
の

転
用
に
よ
っ
て
水
源
を
確
保
し
、

ま
た
、
共
同
浄
水
場
を
建
設
す
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（設
計
・
建
設
・運
営
）
の
略
で
、
公
共
が
資
金
を
調
達
し
、
設
計
・
建
設
、

運
営
を
民
間
に
委
託
す
る
方
式
。
民
間
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
て
公
共
が
料
金
を
支
払
う
。

る
こ
と
で
、
両
市
の
皆
さ
ん
に
安

全
で
良
質
の
水
道
水
を
効
率
よ

く
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

浄
水
場
の
建
設

・
運
営
に
は
Ｄ

Ｂ
Ｏ
※

と
い
う
公
設
民
営
方
式
が

導
入
さ
れ
て
い
て
、
県
境
を
越
え

た
水
道
事
業
の
運
営
は
国
が
進

め
る
水
道
事
業
の
広
域
化
と
い

う
点
で
も
国
内
で
関
心
の
高
い
事

例
で
す
。

　

建
設
地
で
は
す
で
に
造
成
工
事

な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
　

安
全
祈
願
祭
は
施
工
業
者
で
あ
る

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
大
日
本
土
木
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
、
荒
尾
・

大
牟
田
両
市
関
係
者
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　▲完成予想図
敷地面積 �3,76� ㎡、 建設地は大牟田市臼
井新町で、 三池炭鉱宮原坑施設のすぐそば。

大牟田・荒尾共同浄水場施設等整備・運営事業

両市 18 万 3 千人の 「命の水」

支える施設　いよいよ着工

▲

ま
ち
の　

 

ち
か
ら


